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研究成果の概要（和文）：発達性ディスレクシア(developmental dyslexia; DD)早期発見を目的に、就学前に神
経発達症の診断で医療機関を受診している年長児に対し読字能力の評価(読字リスクの早期アセスメント)を行
い、それらの児が就学後にDD診断ガイドライン検査において、どのような結果を示すかを調べる研究では、1年
生の8～9月は特殊音節習得前であり、流暢性を読みの速度で評価することを基本とするガイドライン音読検査に
よるDD診断は困難であった。
早期アセスメントはDD児の早期発見に寄与すると考えられるが、確実な診断のためには方法整備が必要であり、
早期診断のためのアセスメントツールはさらに検討の余地がある。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of early detection of developmental dyslexia (DD), we 
evaluated reading ability (early assessment of reading risk) for older children who consulted a 
medical institution for diagnosis of neurodevelopment before school. In a study to find out what 
results these children would show in the DD diagnostic guideline test after school, the first 
graders from August to September were before the acquisition of special syllables, and fluency was 
evaluated at the speed of reading. Basic guideline DD diagnosis by reading aloud test was difficult.
Early assessment is thought to contribute to early detection of DD children, but methods need to be 
developed for reliable diagnosis, and assessment tools for early diagnosis need further 
consideration.

研究分野：小児神経学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
神経発達症を合併しているDD児を早期に発見し、診断するにはそのアセスメントツールの再構築や診断バッテリ
ーの整備が必要であることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
学習障害(learning disorders; LD)の中でも、発達性ディスレクシア(developmental 
dyslexia; DD)については比較的病態の解明が進んでおり、国際ディスレクシア協会による DDの
定義は、「単語を正確かつ(または)流暢に認識することに困難を示し、書字が苦手な学習障害で
ある。こうした困難は、一般的には音韻処理の問題に起因し、他の認知能力レベルや学校での指
導からは予測できないことが多い。二次的には読解能力の低下や読む機会の減少につながる可
能性があり、語彙と背景知識の発達の妨げになり得る。」とされている。 
DD は、その障害の性質上、本格的な学習が始まる就学後の児に対しての知見が蓄積されてい
る。しかし、幼児期の読字の発達に焦点を当てた報告はほとんどなく、評価方法、読字能力の標
準値や早期介入の効果など依然不明な点が多い。早期介入を実践するための情報はまだ不十分
であるため、客観的な評価法の開発が急務である。さらに、小児を対象とする場合、同時に非侵
襲性や簡便性に配慮した実用的な評価法が必要である。 
これまでの研究では主に就学児を対象としたものが多く、特に本邦において本研究のように
幼児期に焦点を当てて、幼児期の読字能力評価方法の作成や早期介入を目的に行われている研
究はほとんどなかった。また、横断的評価だけでなく、就学後の読字能力を追跡し、縦断的に早
期介入の評価を行っている研究も見当たらなかった。DD が疑われる就学前幼児に対する早期介
入は、学習障害児を減らすことや DD 児ひとりひとりの特徴をより正確に把握しオーダーメイド
な療育を行っていくことにつながる可能性があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
(1) 発達性ディスレクシア(developmental dyslexia; DD)は、知能は正常だが読字困難を示す
学習障害の一つである。DD は他の神経発達症に比較し、遺伝的関与が強いとされている。今回
我々は単一施設に神経発達症の療育目的に通院している同胞例のうち 1人以上が DD である同胞
間の特徴を検討した。 
(2) DD 児は就学前より様々なサインを出しているとされているが、正確な診断は本格的な学習
が開始される就学後にならざるを得ず、診断時には学習に対する意欲を失っていることも多く
早期診断/支援が重要とされている。本研究では、単一施設で療育を受ける 5,6 歳の年長児に対
し、DDの予測が可能かどうか前方視的な検討を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) 2002 年 4 月から 2017 年 4 月の間に平谷こども発達クリニックで DD と診断された児童 308
例(男 187 例、女 121 例)の中で、幼児期より療育を受けていた症例を対象とした。本クリニック
では、特異的発達障害診断・治療のための実践ガイドラインの音読検査(以後、ガイドライン音
読検査とする)を参考に、読字能力についてその他の検査を組み合わせ、DSM-Ⅳ-TR もしくは DSM-
5 に照らし合わせ、総合的に DD の診断を行っている。これらの症例について分析を行った。ガ
イドライン音読検査は、単音・有/無意味の単語、単文の音読検査であり、音読時間と誤読数を
測定する。音読時間が平均+2SD を超える所見が 2つ以上の場合に異常と判定する。 
(2) 2017 年 4 月から 2018 年 3月の間にクリニックに療育に通う年長児 79人に、読字リスクの
早期アセスメントを実施した。この、読字リスクの早期アセスメントとは、①文字を読むことに
関心がない、②単語の発音を正確に言えない、③じゃんけんでグーで勝つとグリコと言いながら
歩を進める 1 文字に対して 1 音が対応するような遊びができない、④歌詞を覚えることに苦労
する、⑤書くことに関心がない の 5つの項目について、それぞれ ない から たまに、時々、し
ばしば、常にの 5 段階で評価するものになる。しばしばや常にの項目が陽性となる場合、DD の
可能性が高いとされている。読字リスクの早期アセスメントを行った児に対し、就学後、日本で
は DD 診断のガイドラインとなっている、ガイドライン音読検査を実施し、結果を評価した。 
 
４．研究成果 
(1) 上記基準を満たす症例を 20 例確認できた。それらの症例について、その特徴を分析した。
初診時主訴としては、ADHD や ASD を疑うようなものが多かった。言葉の遅れを認める症例も比
較的多かった。乳幼児期の発達との関連では、始語出現時期に比べ、二語文出現時期が遅れる児
がやや多かった。対象児の平均総 IQは 89 で、範囲は 71-116 であった。初診時診断としては、
ADHD が多く 75%であり、次いで ASD が 65%であった。両者の合併例も多くみられた(50%)。 
10%の児は、受容・表出性言語発達遅滞の診断で STが開始されていた。これらの児では就学前よ
り ST が開始されており、DD に特化した訓練が行われたわけではないが、超早期介入群とも言え
た。20 例中 15例で詳細な読字評価が行われた。その内容の分析では、初診時診断の内容による
特徴は認められなかった。ガイドライン音読課題の全体的な特徴としては、誤読数よりも音読に
時間がかかる児が多いことがわかった。中には指示が通らず、課題自体を行うことができなかっ
た児もいた。音韻認識検査では 14人中 12人で、音韻操作の弱さが確認された(85.7%)。聴覚指
示のみではスムーズにできなくても、視覚的な情報を加えると答えることができる児もいた。 



これらの結果より、神経発達障害の診断で幼児期より療育を受けている児の中に、就学後に DD
と診断される児がいくらかあり、ADHD や ASD と診断されている児が多いことが分かった。DDで
は、読字に困難を示す理由としていくつかの原因が考えられており、また各言語圏で異なる特徴
を示すため、読めない理由が一つではないと思われる。神経発達障害の診断がついている児では、
音韻操作の問題のみではなく、例えば ADHD では不注意、ASD では言語発達遅滞が読字困難の理
由である可能性がある。このような児に、読字能力の評価を十分に行うことには意味があり、そ
の後の対応に生かせる可能性が高いと思われる。今回の報告では正常群の比較情報がなく、今後
の検討課題である。 
これまでの報告では、DD児の最初の徴候は言語発達遅滞であるというものや、幼児期の DDの特
徴として、音の出るゲームや、韻を踏んだ言葉遊びにあまり反応を示さないことが挙げられてい
る①。また、ディスレクシアの親から生まれた子供の 1/4～1/2 近くが DD であったり①、遺伝的
に DD のリスクのある児では、音韻操作の問題のみではなく、それ以外の言語スキルにも影響が
あるとされている②。神経発達障害との合併の報告には、DD に ADHD や ASD が合併することは稀
ではなく、ADHD の 43.6%、PDD の 25.8%に読字困難例を認めたとある③。 
結論として、DD児の幼児期の症状として、ADHD や ASD 様の発達特性を持つものもみられ、これ
らの症例において、就学後読字困難が明らかになり、DD の診断が追加されることがある。DD に
おいては早期介入の効果についての報告が増えており、発達障害診療においても言葉の遅れを
認める児や、音韻操作の苦手な児においては、DD の早期診断の可能性についても考慮する必要
があることが分かった。 
(2) 読字リスクの早期アセスメントを
施行した年長児は 79人あり、このうち
追跡可能症例は 68 人おり、その中で、
IQが 70 以上でガイドライン音読検査
を行えた児は 54人だった。それらの診
断は結果のようになり、主に ADHD と
ASD が占めていることがわかる。 
54 人を、ガイドライン音読検査を行っ
た時期で分類し、9月までに施行した
ものを早期評価群としたところ、46 人
あり、10 月以降に施行したものを後期
評価群としたところ、33人であった。
両時期に評価を行えた児は 25 人あり、
両期評価群とした。早期評価群のう
ち、検査で異常判定の児は 25 人おり、
54.3%と高くなったが、後期評価群では
9人で 27.3%であり、低下していた。早
期評価群では、拗音に代表される特殊
音節が読めない児が多く、音読に時間
がかかり異常と判定されるものが多か
ったため、この時期の流暢性の評価と
しては不十分と考えられた。 
両期評価群の検査結果の変化を示す。
上段グラフは、左が検査の速度項目異
常の変化を、右が誤読項目異常の変化
を示している。全体的に低下傾向にあ
り、早期で異常判定だったが、後期で
正常になったものは 44%あった。小学 1
年生では検査時期により個人内で結果
が変化し、半数弱で改善を示している
ことがわかった。 
早期アセスメントとの関連を確認した
ところ、DDの可能性が高いとされる、
常に・しばしばの項目を認めた児は 22
人おり、早期評価群では異常判定の割
合が 68.4%と高値を示したが、後期評
価群では 21.4%と低下を示した。早期
評価群ではガイドライン音読検査の異
常と関連があったが、後期評価群では
関連が乏しくなることが示された。両
時期に評価を行えた群では、早期評価
時に異常判定となった児でも後期評価
時には正常と判定されたた児が 70%あ
り、早期アセスメントで読字リスクが

 

 

 



あると判断された児も就学後に検査で
は改善を示すことがわかった。 
さらに、早期アセスメントとの関連を
確認するために、早期アセスメントの
合計点を 0点、1～5点の低得点群、6
～10点の中得点群、11点以上の高得点
群に分類し、それぞれの時期の異常例
の割合や改善率について比較した。早
期アセスメントの合計点は早期評価群
において異常症例の割合に正の相関を
示した。しかし、後期評価群では相関
はなく、改善率においても関連性は示
されなかった。 
就学前の読字能力として、北は 年長児
の約 85%が 45 文字の清音ひらがなのう
ち 40 文字以上を読むことができる④ と
しており、島村らは ひらがな 71文字
の読字数を調べた調査では、年長児に
おいて、60～71 文字が約 85%という結
果であった⑤ と報告している。これら
は清音、濁音、半濁音までの評価であ
り、拗音については評価に含まれてい
ない。また、就学後の読字能力につい
ては、高橋は 読みの速さは、小学 1年
では個人差が大きく、速く流暢に読め
る児は読解力に優れるが、学年の上昇
とともに速さの差は縮んでいく⑥ とし
ている。関らは小学 1年生に行う読字
検査として、就学早期からの利用を想
定する場合、拗音を含まない検査が良
いが、2学期以降には拗音を加える必
要性が示唆される⑦ と報告している。
ガイドライン音読検査には拗音も含ま
れており、1年生時の早期評価ツール
としては不十分である可能性が示唆さ
れている。 
以上の結果より、1年生の 8～9月は、
特殊音節習得前であり、流暢性を読み
の速度で評価することを基本とするガ
イドライン音読検査による DD 診断は困
難であった。今回の結果は発達障害 
児童に対する検討であり、定型発達の児童に対する評価ではないことには留意する必要がある
と考えられ、早期アセスメントによる予測が困難であった理由として対象によるバイアスが影
響した可能性はあると思われた。 
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